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コロナ禍の試練を乗り越えて進もう 
 

金沢 YMCA 理事長  朝倉 秀之 

 

 2020 年度実施を予定していた金沢 YMCA 事業のうち、わいわい農園体験や

広報活動(ニューズレター発行とホームページ更新)はなされましたが、たけのこ

掘り体験、ソトゴハン(ひとり親家庭の絆プロジェクト)やユースリーダー育成は新型

コロナウイルス(COVID-19)感染予防のため中止、また腹話術講習会は受講者

募集をしたけれども“コロナ禍”が影響してか応募者がありませんでした。 

2021 年度になっても新型コロナウイルス感染症の流行はおさまらず、石川県

においても感染拡大が深刻化し、知事が「まん延防止等重点措置」の適用を西

村経済再生相に要請したものの、適用見送りとなりました。しかし、石川県は 5 月

6 日、県独自の「非常事態宣言」を発し、適宜対応をとっているところです。 

このような厳しい現状において金沢 YMCA の活動も大きな制約を受けており

ますが、理事会・評議員会を何回か開催し、コロナ禍が終息を迎えた時点で、すぐに取りかかることができ

るように活動の準備はしています。また、理事会・評議員会では、「金沢YMCAの将来構想」について継続

審議しています。 

フィールドで行われる昨年度プログラムの中で唯一活動していた「わいわい農園体験事業」の北 肇夫委

員長が今年 4 月 28 日に逝去されました。私たち会員にとってとても悲しいことでした。金沢 YMCA は今ま

での北委員長の働きを讃えます。こつこつ準備を整えて、誠実な仕事ぶりでした。わいわい農園のプログラ

ムを大切にしてくださったのです。回復したなら、また企画してもらえるものと思っておりました。奥様、ご家

族の方々に慰めがありますようにお祈りいたします。 

 
2016 年 4月 29 日「たけのこ掘り体験」の際に撮影 

北陸学院三小牛キャンパスから医王山・戸室山方面を遠望 
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2021 年 4 月 16 日の金沢 YMCA わいわい農園体験に参加して 
元泉丘高校ハイスクール YMCA 会員 室山 正英 

 

今年の 3 月半ばごろ井川さんからお電話をいただ

き、北肇夫さんは今年「わいわい農園」の活動が難し

そうなので、井川さんが中心になって進めるとお聞き

しました。私もできるだけお手伝いさせていただくと、

お答えいたしました。4 月に入って再度、井川さんか

らお電話をいただき、4 月 16 日の午後３時から最初

の「わいわい農園」の活動として「サトイモの種芋の植

え付け」、「オクラの種まき」、「ダリアの球根の植え付

け」などを行うことを打合せました。また、今年もオー

ナー制度を利用して 2 畝を個人的に利用させていた

だくことといたしました。 

当日午後 3 時ごろ「わいわい農園」へ赴くと、井川

さんはすでに到着されていました。二人で倉庫から

種芋をモミガラにまぶして保管してあった発泡スチロ

ールの容器をはじめ鍬や移植ごてなどを農園へ運び

作業に取り掛かりました。 

今回の作業で驚いたのは、わいわい農園のわきに

ある八重桜の見事さでした。昨年までは農園での作

業参加がもっと遅い時期、たぶんゴールデンウイーク

後だったので、この素晴らしい桜を目にしていなかっ

たように思います。東のほうに見える山並み、奥に見

える竹林、紅白の八重桜など農園を中心にした一幅

の絵のような素晴らしさです。去年まではすべて北さ

んが用意されていて、指示をいただきながら作業を

行なったのですが、今年はネットで「サトイモの種芋

の植え付け方」を検索して事前にいくらかの予習をし

て臨みました。15cm の深さの穴を 50cm 間隔で畝に

開けて、その穴に種芋を一個ずつ芽の出るほうを上

に向けて植え付けました。 

中には傷んでしまっている種芋もありましたが、「大

野」の種芋で 2 畝、「伝燈寺」の種芋で 2 畝植え付け

ることができました。そして、その横の畝には昨年も遅

くまでたくさんの実をつけたオクラから採取した種を

50cm 間隔で 2～3 粒ずつ撒きました。昨年は２畝オ

クラを植えたのですが、大きく育ち収穫が追い付かな

いくらいだったので、今年は１畝だけどし、ご愛嬌で

畝の中間地点に残っていたサトイモの種芋も植え付

けてみました。この辺までの作業を終えたころ、天気

予報通りパラリパラリと雨が降り始めましたので、最後

にダリアの球根を、農園の一番奥のフェンス沿いの

去年植えてあったあたりに植え付けて、この日の作業

は終了とすることになりました。 

私自身がオーナー制度で使わせていただく 2畝の

場所も決めていただき、翌週の土曜日には作物を決

めて土壌調整や元肥の施肥を行い、種まきや苗植え

の準備をすることといたしました。 

北さんの指導の無い中での作業は不安ではあっ

たのですが、3 年間の経験を思い出しながらなんとか

終えることができました。サトイモの種芋やオクラの種

がうまく芽吹いてくれるよう祈るような気持ちで農園を

後にしたのでした。 

末尾ながら、謹んで北さんのご冥福をお祈りいたし

ます。 

 
 

 

 

北 肇夫 評議員の逝去を悼む 
 

【北さんと“わいわい農園”】 
金沢 YMCA 評議員・わいわい農園事業副委員長 

井川 英二 

 私と北さんとの出会いは、ちょうどイノシシのため、

収穫予定の子どもたちのサツマイモがほぼ全滅状

態で、とてもがっかりしていた時です。「こんなことは

長年続けて初めてですよ」と話したのが初めて交わ

した会話でした。それから数年後に一緒に畑作業

をご一緒にするとは思いませんでした。今はフェン

スを張り電気柵も設置し、イノシシ対策は完全にな

りました。 

 北さんとは“わいわい農園”のお手伝いをと思って

週に一度、早朝の作業を 2 年ほどご一緒させてい

ただきました。週1回と決めていたのですが、北さん

は週に何度も足を運び散水や追肥の作業をしてお

られたように聞いています。次の作業日にはこれを

しようと計画を立て、実に教えられることの多い日々

でした。作業する中での一番の北さんの印象は、少
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し控えめだけど芯のしっかりした方であると同時に

人を受け入れる暖かい方であったように思います。 

 机の上に平口さんに撮っていただいた“わいわい

農園”メンバーの写真が貼ってあります。北さんも笑

顔もそこにあります。ご病気と伺って数回お宅を訪

問しましたが、その時も笑顔で迎えてくださいまし

た。 

もう、あの笑顔にお会いできないのは残念です。 

病気からも解放され、ゆっくりお休みください。 

 
2019 年 10月 1 日開催の“わいわい農園体験”参加

者（左から平口、朝倉、北、井川、室山） 

 

【北さんと金沢犀川ワイズメンズクラブ】 
金沢 YMCA 理事・元金沢犀川ﾜｲｽﾞメンズｸﾗﾌﾞ会員 

平口 哲夫 

北さんから「血尿が出たので病院で診てもらった

ら、腎臓が悪いということがわかり、入院することに

なった」という話を伺ったのは、昨年 10 月のことでし

た。10 月 11 日に長土塀青少年交流センターで開

催の金沢市青少年団体連絡協議会主催“長土塀

「絆」交流フェスティバル”に金沢 YMCA・金沢ワイ

ズメンズクラブ・金沢犀川ワイズメンズクラブ共同で

参加、実施した展示の準備は北さんが中心になっ

て進められ、私も金沢犀川クラブ活動紹介写真や

金沢 YMCAニューズレターを印刷する作業を担当、

その行事が北さんに直接お会いする最後の機会と

なってしまいました。北さんは「わいわい農園体験」

開催のたびに、その報告を E メールでなさっており、

ご本人が参加しての報告は、2020 年 10 月 20 日

実施の農作業が最後です。ご入院後、携帯電話

で話を交わしたのは今年 1 月 17 日だけでした。 

 北さんは金沢犀川クラブの創立時(1993年 6月 12

日)からの会員(ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ)です。私が入会した

のは 2004 年 12 月ですから、2019 年 6月末をもっ

て同クラブが解散するまで、まる 15 年間、同クラブ

会員同士として活動を共にしたことになります。会

員が北・澤瀬・竹中・平口・三谷(功労会員)計 5 名

の“限界クラブ”になってからは、役員は固定化し、

北さんが会長のときは私が書記、私が会長のときは

北さんが書記という具合に入れ替わりました。私は

会長のときも、書記のときも広報委員長としてブリテ

ン(月報)・リーフレットの編集やホームページの作

成・管理を担当していたので、文書作成については、

北さんと二人三脚で取り組みました。 

 ワイズメンズクラブの西日本区大会や中部部会が

遠方で開催されるときは、私の運転する車に北さん

を乗せて澤瀬 諭さん宅まで行き、そこで澤瀬さん

運転の車に乗り換えるということが度々あり、その詳

しい旅程を北さんが作成しました。添付の写真は、

2017 年 11 月 5 日(日) 長浜市余呉町の「ウッディ

パル余呉」で開催の第 22 回びわこ部部会に参加し

た際に撮ったもの。左から川本龍資(名古屋クラブ)、

北肇夫、澤瀬 諭、三谷信三、上村眞知子(熊本ｼﾞｪ

ｰﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ)各ワイズと私です。 

 
 金沢犀川クラブは 2018 年 8 月 11 日に創立 25

周年特別例会をホテル金沢で開催し、創立 25 周

年記念誌の発行前に解散したので、残務整理のた

めに 2019 年 7 月 1 日付けで時限付きの“ポスト金

沢犀川ワイズメンズクラブ”委員会を立ち上げました。

記念誌は金沢犀川クラブのホームページを整えて

CD 版にする方式で作成することにし、北さんは年

表の作成を担当、ほぼ完成させたデータと作成メモ

を私に渡してくださいました。記念誌の発行が遅れ

ているのは、私が担当した写真アルバムの作成が

未完であることによります。なんとか完成させて、北

さんの労に報いたいと思っています。 

 4 月 30 日ご葬儀で披露された、元金沢犀川ワ

イズメンズクラブ会員一同名による弔電：金沢

YMCA 評議員・元金沢犀川ワイズメンズクラブ会長 

北肇夫（きた・ただお）さんご逝去の報に接し、慎ん

でご冥福をお祈り申し上げます。北さんは長年にわ

たり YMCA・ワイズメンズクラブ活動に多大な貢献を

なさり、2015 年には日本善行会から善行表彰、

2019 年には日本 YMCA 同盟から 25 年継続会員

賞を贈られました。とりわけ新桜坂緑地公園の清掃、

わいわい農園体験、たけのこ掘り体験などのフィー

ルド活動で精力的にご奉仕なさっていたので、お

亡くなりになったことに実感がわかずにおりますが、

ご遺族の皆様のご安寧を心からお祈り申し上げま

す。
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≪インフォメーション≫ 
【金沢 YMCA 理事会・評議員会】 

◇2020 年度第 2 回金沢 YMCA 理事会(第 5 回)・評

議員会(第 2回) ：日時/2021 年 2 月 16 日(火)午後 7

時半～9 時。場所：金沢市長土塀青少年交流センタ

ー3 階学習室 3。参加者/理事長 朝倉秀之、常務理

事 山内ミハル、理事 幸正一誠、田口昭典、平口哲

夫、議員 数澤輝夫、井川英二、朝倉みゆき、八反

順一郎。 

 
 

＊長土塀青少年交流センターは 2019 年 7 月にオー

プンしました。

金沢 YMCA が

理事会・評議員

会の会場として

利用してきた 3

階学習室は、小

規模の会議にと

って、新型コロ

ナウイルス感染

予防のため三密（密閉・密集・密接）を避けるに十分

な広さです。マスクをして訪問し、センター入口のホ

ールで手を消毒、体温を計って平熱ならば入場。閉

会後、室内のセンター指定箇所を消毒してから退出

します。 

◇2020 年度第 3 回金沢 YMCA 理事会(第 6 回)・評

議員会(第 3 回)：日時/2021 年 3 月 16 日(火)午後 5

時～7 時。場所：金沢市長土塀青少年交流センター 

3 階学習室 3。参加者：理事長 朝倉秀之、常務理事 

山内ミハル、理事 幸正一誠、田口昭典、平口哲夫。

評議員 数澤輝夫、井川英二、朝倉みゆき。 

＊議題等については、5 月下旬に開催予定の 2021

年度第 1回金沢YMCA理事会・評議員会を含めて、

次号で報告します。 

【YMCA ロゴについて】 

YMCA ブランド 日本の YMCA は 1880 年に東京で

始まり、多様な分野でパイオニアとしての働きを全国

各地で展開。金沢 YMCA が属する日本 YMCA 同盟

は、2017 年、YMCA ブランドコンセプトを取り決め、そ

の旗印として新しいロゴ・スローガンを掲げている。 

YMCA ヴィジョン ポジティブネットのある豊かな社会

を創る。ポジティブネットとは、互いの存在や個性を

認め合い、高め合うことのできる、善意や前向きな気

持ちによってつながるネットワークのことである。 

YMCA ヴァリュー したいことがみつかり、誰かとつな

がり、私もよくなる、かけがえのない場所。 

YMCA パーソナリティ 心をひらき、わかち合い、前

向きで、まわりをひきつける魅力を持つ。 

YMCA ブランドロゴ 鳥が飛

び立とうとする瞬間の姿を、

アルファベットの Y が想起さ

れる形に重ね合わせ、右上

の赤い逆三角形には、YMCA 正章に記された「全人」

の精神と、YMCA が約束するブランド価値「みつかる、

つながる、よくなる」の両方が込めら

れている。また、曲線と赤い色によっ

て、生命感と、希望ある豊かな社会を

実現して行こうという YMCA のポジテ

ィブな姿勢を示している。愛称“ポジ

ティブ Y”。                  YMCA 正章 

【金沢 YMCA の会員・会費・寄付】 

会員：本会の目的に賛同する人は誰でも入会資格が

あります。入会申込書に必要事項を記し、会費を納

入すれば会員になれます。 

会費：維持会員は年会費 12,000 円、通常会員は年

会費6,000円、学生会員は年会費2,000円、 少年会

員(18 歳未満)は年会費 1,000 円。 

会費納入方法：下記のいずれかの方法で。 

・郵便振替 加入者名：金沢 YMCA 

口座番号：00790-8-56852 

・銀行の指定口座に振り込む  

北國銀行 香林坊支店 104 普通預金 

口座番号：428491 

口座名義：一般財団法人金沢基督教青年会 

       理事長 朝倉秀之 

・現金で支払う 

寄付：会費と同様の方法でお寄せください。 

★編集後記★  

 今号は諸般の事情により、4 月ではなく、5 月発行と

しました。北さんには 2020 年度から編集委員に加わ

っていただき、特に校正作業に期待するところが大き

かったのに、追悼号になってしまったのは、まことに

残念です。COVID-19 感染症の流行により、活動の

縮小を余儀なくされていますが、こういうときを活かし

て金沢 YMCA の将来構想を練り、この疫病禍を転じ

て福となすことができるようにお祈りいたします。 
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